
　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】
発掘調査の整理作業（学内に於いて奈良市歌姫横穴出土品の整理・調査、学生参加・指導）

　【社会的活動】
日本文化財科学会評議委員・事務局長
兵庫県丹波市文化財審議委員

　【学内活動】（学内職歴を含む）

教務委員、通信学部委員

硬式野球部・フォークソングサークル・考古学研究会顧問
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単

単
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共 2008／①

古市・百舌鳥古墳群出土・採集の
須恵器を集成し、基礎資料を作成
した。大型古墳の造営と須恵器生
産の拡大が軌を一にしている点を
指摘し、古墳群の造営過程と手工
業生産展開の関連性について論じ
た。
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2008／③

2008／③
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現在の専門分野

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学

取得学位

所属学会 日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、全日本博物館学会、日本エコ
ミュージアム研究会、日本ミュージアムマネージメント学会

1黄泉国へのいざない

最終学歴

（学術論文）

1日本における須恵器
生産の開始と渡来人

概　　　　　　　要

研究課題 古墳時代手工業生産の展開、歴史（遺跡）博物館の動向

奈良大学博物館2007年度冬季企画展「黄泉国へのいざない－奈良市歌姫赤井谷３号横穴の調査－」
（2008.1.7～4.19）の企画から展示を学生・院生と共に実施。

2008／①

（その他）

（学会発表）
1日本における須恵器
生産の開始と渡来人

2奈良県における渡来
系文物の基礎調査

3古市百舌鳥・古墳群
出土の須恵器

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成18年度奈良大学研究助成「奈良県にける渡来系文物の基礎調査」の整理・検討を行う。平成19
度科学研究費基礎研究Ａ「近畿地方における大型古墳群の基礎的研究（研究代表者白石太一郎）」
分担研究者。研究会参加、研究報告作成。

著書､学術論文等の名
称

日本における須恵器生産の開始と
展開について、渡来系文物の推移
と渡来人の関わりに焦点をあてて
論じた。

奈良大学博物館2007
年冬季企画展パンフ
レット

全北大学校人文学Ｂ
Ｋ２１作業団国際学
術大会資料集

奈良県内の韓式系土器の基礎調査
を行い集成し、奈良県の特色を検
討した。

日本における須恵器生産の開始と
展開について、渡来系文物の推移
と渡来人の関わりに焦点をあてて
論じた。

奈良大学博物館2007年冬季企画展
パンフレットとして、横穴につい
て分かり易く作成した。

全北大学校人文学Ｂ
Ｋ２１作業団国際学
術大会
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近畿地方における大
型古墳群の基礎的研
究


